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「
羅
臼
町
と
の
合
併
の
可
否
を
問
う

住
民
投
票
」
は
十
一
月
二
十
八
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果

「
合
併
反
対
」
が
六
千
八
百
十
票
で
、

「
合
併
賛
成
」
の
四
千
三
百
八
十
五
票

を
上
回
り
ま
し
た
。
当
日
の
投
票
資
格

者
数
は
一
万
八
千
六
百
七
人
。
総
投
票

者
数
一
万
千
三
百
六
人
で
投
票
率
六
十
・

七
六
％
、
無
効
は
百
十
一
票
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
住
民
投
票
は
、
臨
時
町
議
会

（
十
月
十
八
日
）
に
お
い
て
議
員
提
案

に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
投
票
は
在
日
外
国

人
を
含
む
二
十
歳
以
上
の
全
町
民
（
三

ヶ
月
以
上
の
住
民
登
録
を
有
し
た
方
）

が
対
象
で
投
票
率
が
五
十
％
未
満
の
場

合
は
投
票
が
成
立
せ
ず
、
合
併
の
可
否

を
二
者
択
一
で
実
施
し
、
可
否
の
判
断

は
町
長
が
「
町
民
の
意
思
と
し
て
尊
重
」

し
、
最
終
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
�

　
西
澤
町
長
は
、
中
標
津
町
民
の
六
割

の
反
対
の
結
果
を
受
け
て
、
「
非
常
に

残
念
な
結
果
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
は

町
議
会
と
相
談
し
、
判
断
し
た
い
。
」

と
話
ま
し
た
。
�

十
一
月
二
十
八
日
に
実
施
し
た
羅
臼
町
と
の
合
併
の
可
否
を
問

う
住
民
投
票
で
、
中
標
津
町
民
は
「
合
併
に
反
対
」
の
選
択
を

選
び
ま
し
た
。
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
町
長
は
町
議
会

と
相
談
し
、
今
後
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

羅
臼
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
�

つ
い
て
の
可
否
を
問
う
�

中標津町が羅臼町と合併することについての可否を�
問う住民投票開票結果�

投票率  60.76％�
投票資格者数  18,607人　投票者総数  11,306人�
合併に賛成  4,385票（得票率 39.17％）�
合併に反対  6,810票（得票率 60.83％）�
無効投票  111票�

住
民
投
票
�

合
併
反
対
　
％
に
�

60

記者会見する西澤町長�
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羅臼町と合併することについての住民投票�

町の平成17年度予算編成方針�
�

　平成17年度の国の予算編成において、「三位一体の改革」を柱として地方財政計画をはじめとする地方財政対策が論議

される中で、平成17年度予算編成方針が示されました。�

　今回の予算編成方針については、合併に係る住民説明会などで示した「町財政の将来推計」をもとに、平成17年度にお

ける収支不足額を２億円として、平成16年度での収支不足対策額の６億円を加えた８億円の削減で、前年度の一般財源総

額の90％を要求額の上限とする大変厳しい方針となっています。�

　また、今後の国の予算編成作業の中では、更に収支

不足額が増大することも予想されることから、平成18

年度以降に予定する事務事業などの見直しについても

前倒しで実施ができるように事前の準備を含めて段階

的に対応できるようになっています。�

　具体的な主な内容については、下記のとおりとなっ

ています。�

�

【総　論】�

○当面続くと予想される地方財政計画・地方交付税改

革を見据えた歳入（収入）総額の減少に耐えうる歳

出（支出）構造の構築による財政の健全化�

○現行の事務事業及び住民サ－ビスの必然性を問い直

した中での歳入・歳出予算の編成�

�

【方　針】�

○主要な施策�

　１．いきいきとした産業振興�

　２．きらり輝く環境の創出�

　３．のびのびゆとり教育の推進�

　４．にこにこ医療・保健・福祉の充実�

○予算要求基準�

　要求額については前年度一般財源額の90％の範囲内

を上限�

　〔見直し項目〕�

　　　①新規採用職員の凍結�

　　　②公共牧場放牧料金の改定�

　　　③学校給食費負担金の改定�

　　　④各種補助金などの見直し（25％削減）�

　　　⑤各種公共施設の管理体制の見直し�

　　　⑥生活関連社会資本整備事業費の抑制�

　平成16年度の地方交付税見込額は、53億円（見込）で

ピーク時の平成12年度（69億円）と比較して、４年間で

16億円も減少（▲23％）したことになります。地方交付

税の改革については今後の財務省試算では、毎年約10億

円減少し、２年後の平成18年度には約32億円まで減少す

る厳しい試算結果になっています。�
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町税�

単位：100万円�

年度�Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18
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平成16年度 上半期財政公表�
財政公表は、町民の皆様に納めていただいた町税等がどのように使われているかなどを、年２回（上半期、決算）お知らせ

するものです。今回は、平成16年度上半期の予算執行状況についてお知らせします。�

【予算総額】�

　平成16年度の一般会計予算は当初132億7,400万円でスタ

ートしましたが、その後、前年度からの繰越事業費1,430

万円や２回の補正予算（総額8,466万円）により、９月末

現在では133億7,296万円の予算総額となっています。追加

した補正予算の主な内容は、農業関係予算として資源リサ

イクル畜産環境整備事業に5,399万円、道営公共牧場整備

事業に900万円、バイオマス利活用フロンティア推進事業

に630万円、教育関係予算として中標津小学校屋根改修工

事と丸山小学校放送設備改修に880万円などとなっています。�

特別会計の収支状況（９月末現在）�

歳　入�

歳　出�

貯金（基金）と借金（町債）の状況�

※現在高は一般会計と特別会計の合計�
※人口は９月末現在で23,905人�

項　　　　目�

139,313�

10,494�

553�

92�

1�

15,892�

102�

3,051�

8,847�

344,661�

7,130�

14,220�

21,211�

8,501�

0�

30,441�

0�

9,562�

614,071

57.8%�

32.8%�

22.1%�

46.0%�

1.0%�

73.6%�

51.0%�

34.7%�

101.7%�

70.6%�

30.7%�

49.1%�

21.6%�

11.4%�

0.0%�

320.4%�

0.0%�

33.5%�

45.9%

241,189�

32,000�

2,500�

200�

100�

21,600�

200�

8,800�

8,700�

488,151�

23,194�

28,975�

98,080�

74,415�

82,062�

9,502�

189,060�

28,568�

1,337,296

予算現額� 収入済額� 収入率�

町 税 �

地 方 譲 与 税 �

利 子 割 交 付 金 �

配 当 割 交 付 金 �

株式等譲渡所得割交付金�

地方消費税交付金�

ゴルフ場利用税交付金�

自動車取得税交付金�

地 方 特 例 交 付 金 �

地 方 交 付 税 �

分担金及び負担金�

使用料及び手数料�

国 庫 支 出 金 �

道 支 出 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

町 債 �

そ の 他 �

合 計 �

項　　　　目�

会　　　計�

基　金（貯金）� 借　金（町債）�

９月末現在高�

人口１人当たり�

50億995万円　�

20万9,577円　�

（22万4,247円）�

239億2,015万円　�

100万634円　�

（98万277円）�

4,619�

17,292�

41,065�

42,334�

579�

18,690�

4,003�

136,473�

22,500�

61,292�

0�

82,829�

261�

108,931�

0�

540,868

46.7%�

38.5%�

29.3%�

30.6%�

57.0%�

16.8%�

61.9%�

52.1%�

46.6%�

41.4%�

0.0%�

40.9%�

51.6%�

49.0%�

0.0%�

40.4%

60.5%�

41.9%�

49.5%�

49.5%�

42.8%�

39.8%�

31.2%�

43.6%

7,737�

97,073�

1,045�

76,569�

77,689�

37,195�

6,887�

304,195

9,897�

44,926�

140,156�

138,502�

1,016�

111,430�

6,465�

261,968�

48,276�

148,060�

300�

202,498�

506�

222,296�

1,000�

1,337,296

予算現額� 支出済額� 支出率�

予算現額�収入済額�支出済額�支出率�

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農 林 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

災 害 復 旧 費 �

公 債 費 �

諸 支 出 金 �

職 員 費 �

予 備 費 �

合 計 �

町 営 牧 場 �

国民健康保険事業�

公設地方卸売市場事業�

下 水 道 事 業 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 事 業 �

簡 易 水 道 事 業 �

合 計 �

6,949�

93,430�

1,036�

77,684�

79,234�

39,857�

6,380�

304,570

12,797�

231,596�

2,113�

154,747�

181,578�

93,346�

22,095�

698,272

一般会計の収支状況（９月末現在）�

（単位：万円）�

（単位：万円）�

（単位：万円）�

 （  〃   昨年同期）�

世帯数�

16,843�

15,360�

11,481�

10,372�

10,123�

10,027�

9,927�

9,711�

9,708�

9,039

順位�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

町 村 名 �

音 更 町 �

上 磯 町 �

七 飯 町 �

静 内 町 �

余 市 町 �

中 標 津 町 �

幕 別 町 �

白 老 町 �

美 幌 町 �

釧 路 町 �

人　口�

42,627�

37,996�

29,108�

25,610�

23,966�

23,188�

23,103�

22,714�

22,628�

21,540

順位�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

町 村 名 �

音 更 町 �

上 磯 町 �

七 飯 町 �

幕 別 町 �

中 標 津 町 �

美 幌 町 �

余 市 町 �

静 内 町 �

釧 路 町 �

白 老 町 �

（表１）　全道町村世帯数上位10町村� （表２）　全道町村人口上位10町村�

整備が進む中標津中学校（屋体・外構）�
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平成16年10月末現在の住民基本台帳の世帯数

を集計したところ、10,027世帯となり中標津

町の世帯数が初めて１万世帯を突破しました。�

全道町村でも１万世帯以上あるのは、178町

村中５町しかなく、今回、中標津町が６番目

の１万世帯以上の世帯数になりました。（表１）�

人口についても23,966人と全道町村で５番目

になります。（表２）�

人口・世帯数でみる中標津町の歩み�

※世帯数はいずれも平成16年10月末現在� ※人口はいずれも平成16年10月末現在�

年　  �

昭和21年�

昭和22年�

昭和49年�

昭和52年�

昭和54年�

昭和63年�

平成６年�

平成10年�

平成16年�

　　　人口・世帯数�

人　口　9,644人�

世帯数　1,753世帯（推測）�

人　口　10,000人突破�

世帯数　5,000世帯突破�

人　口　20,000人突破�

世帯数　6,000世帯突破�

人　口　21,000人突破�

人　口　22,000人突破�

世帯数　8,000世帯突破�

人　口　23,000人突破�

世帯数　10,000世帯突破�

主 な 出 来 事 な ど �

７月…標津村から分村し中標津村が誕生�

１月…北農経営の計根別厚生診療所開設�

５月…中標津・武佐・開陽・俣落・計根別・俵橋・養老牛に新制中学校開校�

４月…下水道事業着工�

５月…新酪農村建設事業着工�

３月…協和小学校閉校（中標津小学校に統合）�

７月…緑ヶ丘森林公園開園�

４月…中標津農業高等学校全日制になる�

７月…町営肉畜処理場閉場�

４月…りんどう園落成式�

９月…ミルクボール場オープン式�

９月…中標津町交流センターオープン�

10月…北海道東方沖地震発生、甚大な被害を受ける�

２月…中標津空港の年間利用容が20万人突破�

11月…町営野球場に夜間照明施設を設置�

３月…丸山ファイターズバレーボール少年団「全国スポーツ少年団バレーボー

　　　ル大会」で全国大会準優勝�

７月…27年ぶりに大相撲一行が来町し、中小グラウンドで興行�

11月…人口が24,000人突破�

中標津町の世帯数�

世帯数�
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余 市 町 �

中 標 津 町 �

幕 別 町 �

白 老 町 �

美 幌 町 �

釧 路 町 �

人　口�

42,627�

37,996�

29,108�

25,610�

23,966�

23,188�

23,103�

22,714�

22,628�

21,540
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（表１）　全道町村世帯数上位10町村�
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（表２）　全道町村人口上位10町村�（表１）　全道町村世帯数上位10町村� （表２）　全道町村人口上位10町村�

人　口�

42,627�

37,996�

29,108�

25,610�

23,966�

23,188�

23,103�

22,714�

22,628�

21,540

順位�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

町 村 名 �

音 更 町 �

上 磯 町 �

七 飯 町 �

幕 別 町 �

中 標 津 町 �

美 幌 町 �

余 市 町 �

静 内 町 �

釧 路 町 �

白 老 町 �
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◆町からのお願い�

　北国に住む私たちにとって、除雪は日常生活と地域産業のために欠かせない作業です。除雪作業を効率的・効果的に進め

るため町民の皆様のご協力をお願いします。�

●路上駐車はやめましょう�

　路上駐車は除雪作業の最大の障害です。たった１台の駐車で作業が出来ず地域の皆様に大変な迷惑を掛けることになります。�

　また、一般交通の支障になり、交通渋滞の原因にもなりますので、路上駐車はやめましょう。�

●道路への雪だしはやめましょう�

　道路へ雪を出すと、道路が凸凹になったり道幅が狭くなったりして、通行の支障となります。雪を捨てるときには、町で

指定した雪捨て場に運んでいただくようお願いします。�

●玄関前等の雪処理のお願い�

　除雪時は、各家庭の出入口等には極力雪を寄せないように作業を行っていますが、早く道路を開通させることが優先され

るため、どうしても雪が残ります。玄関前等から公道へ出るまでの雪の処理は、町民の皆様が必要に応じて行っていただく

よう、ご理解とご協力をお願いします。�

●除雪作業に注意してください�

　除雪作業は大変危険な作業です。除雪車からの視界は非常に狭く、特に後方は最も見づらくなっています。事故を未然に

防ぐため、除雪作業中は危険ですから絶対に近づかないようにしましょう。�

●深夜の作業にご理解ください�

　除雪作業は朝の通勤・通学路等を確保するため、深夜から早�

朝の限られた時間内で作業を行いますので、作業中は騒音・振�

動等でご迷惑をお掛けしますがご理解ください。�

●道路に物を置かないでください�

　道路（歩車道）に私有物を置くと除雪時の障害となり作業を�

遅らせます。路上に私有物を放置しないようご協力ください。�

今年も雪の季節となりました。町では安全・安心な冬道対策

として万全の除雪体制をとって除雪作業を進めています。除

雪作業を効率的・効果的に行うため、町民の皆様のご理解と

ご協力をお願いします。�

除雪に関するお問い合せは、建設水道部管理課維持係まで。�

�

◆町の除雪作業について�

　町の除雪作業は、町が管理する道路（町道）を町の除雪車

と民間委託業者の除雪車で実施しています。除雪車の出動に

ついては、降雪量10cmが目安となりますが、雪が降り続い

ている時などは、効率的・効果的に作業を進めるため、すぐ

に出動しない場合があります。通常、夜間に降った雪の除雪

作業は深夜から早朝にかけて実施し、皆様の通勤・通学時間

までには除雪を終える体制をとっています。�

①東中地区（川沿通）�

②中標津町運動公園付近�

③旧根室ミートセンター付近（郊外）�

b至役場�

至
別
海
町a

至
中
標
津
市
街�

北海道根室家畜保健衛生所�
BSE検査室�
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○「雪捨て場」をご利用ください�

　町では、「雪捨て場」を指定しています。場所は下図の３箇所です。利用時間に規制はありませんが、利用マナーの�

遵守、徐行運転を励行して歩行者や車両に注意し、付近住民の迷惑にならないようお願いします。�

　また、雪と一緒にゴミを捨てないよう十分注意してください。�

①東中地区（川沿通）�

②中標津町運動公園付近�

③旧根室ミートセンター付近（郊外）�

①東中地区（川沿通）�

b至役場�

b

b

②中標津町運動公園付近�

③旧根室ミートセンター付近（郊外）�

c

c

c

a

d 至
別
海
町

至
別
海
町a

至
中
標
津
市
街

至
中
標
津
市
街�

b至役場�

至
別
海
町a

至
中
標
津
市
街�

北海道根室家畜保健衛生所�
BSE検査室�

北海道根室家畜保健衛生所�
BSE検査室�
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雄
大
茫
漠
た
る
風
土
の
効
用
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
家
　
西
 
川
　
 
孝
　
�

�　
教
職
生
活
三
十
八
年
の
内
、
振
り
出
し
の
川
北
五

年
と
途
中
、
成
央
（
根
室
）
七
年
を
除
け
ば
二
十
七

年
間
、
そ
し
て
退
職
後
七
年
を
経
過
し
た
現
在
、
実

に
三
十
四
年
間
中
標
津
の
風
土
の
中
に
暮
ら
し
て
き

た
。
�

　
当
町
入
り
し
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
春
で
あ
っ
た
。

も
う
も
う
た
る
融
雪
期
の
霧
の
中
、
家
財
道
具
が
ガ

ラ
ガ
ラ
音
を
た
て
て
こ
ろ
げ
回
っ
た
。
大
型
チ
ッ
プ

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
、
木
製
の
風
呂
桶
を
後
生
大
事

に
押
さ
え
な
が
ら
、
荒
川
沿
い
の
山
田
・
町
田
商
店

あ
た
り
の
西
竹
部
落
に
到
着
し
た
。
当
時
、
砂
利
道

は
泥
田
の
如
く
う
ん
で
、
川
北
か
ら
六
時
間
も
か
か

っ
て
西
竹
入
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
旦
、
吹
雪

に
な
る
と
一
週
間
も
臨
時
休
校
が
続
く
こ
と
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。
食
糧
も
底
を
つ
き
、
山
田
さ
ん
や
町

田
さ
ん
は
、
米
、
味
噌
、
醤
油
を
継
ぐ
命
の
綱
で
あ

っ
た
。
街
か
ら
の
除
雪
車
の
来
る
音
を
ど
れ
程
、
心

待
ち
し
た
こ
と
か
。
�

　
当
時
の
中
標
津
の
冬
は
、
足
元
か
ら
吹
き
上
が
っ

て
く
る
地
吹
雪
で
あ
っ
た
。
一
夜
に
し
て
何
も
見
え

な
い
雪
原
と
化
し
た
。
そ
の
当
時
の
記
憶
が
、
後
に

昭
和
五
十
五
年
く
ず
れ
た
サ
イ
ロ
前
に
、
雪
原
を
背

に
逞
し
く
生
き
抜
く
人
た
ち
を
象
徴
し
て
、
母
性
像

を
配
し
た
「
原
野
」
の
絵
と
な
っ
た
。
続
く
昭
和
六

十
年
「
原
野
の
道
」
、
既
に
開
墾
は
進
み
草
地
と
な

っ
て
い
た
が
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
原
野
と
い
う
言
葉
が

ふ
さ
わ
し
い
と
、
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
�

　
単
に
姿
、
形
の
美
し
い
風
景
は
日
本
中
沢
山
あ
ろ

う
。
が
然
し
、
北
海
道
で
も
特
に
根
釧
台
地
の
様
な

雄
大
茫
漠
た
る
風
景
を
見
詰
め
て
い
る
と
、
己
の
来

し
方
を
振
り
返
っ
た
り
、
卑
小
さ
、
お
ろ
か
さ
、
喜

び
や
悲
し
み
、
侘
し
さ
等
、
心
の
持
ち
様
で
色
々
と

考
え
さ
せ
ら
え
れ
る
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
私
た
ち
�

人
間
精
神
の
�

浄
化
作
用
す
�

ら
秘
め
て
い
�

る
様
に
思
わ
�

れ
て
な
ら
な
�

い
。
　
　
　
�

�

西川　孝の�

②�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ「
予
防
接
種
を
」！
�

　
〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
重
症
化
や
死
亡
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
も
あ
る
感
染
症
〜
�

�　
寒
く
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
季
節
。
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通
の
風
邪
と
は
異
な
り
、
肺

炎
の
併
発
な
ど
重
症
化
や
死
亡
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
予

防
接
種
は
、
特
に
高
齢
者
の
重
症
化
・
死
亡
を
防
ぐ
効
果

が
証
明
さ
れ
て
お
り
、
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
�

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
で
は
な
い
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
呼
吸
器
感
染
症
で
す
。
発
熱
、

頭
痛
、
の
ど
の
痛
み
や
鼻
水
な
ど
、
風
邪
に
よ
く
似
た
症

状
が
み
ら
れ
る
た
め
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
普
通

の
風
邪
と
は
ま
っ
た
く
違
う
病
気
で
す
。
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
、
四
十
度
近
い
高
熱
が
出
る

な
ど
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
、
重
症
化
す
る
と

特
に
体
力
の
弱
い
高
齢
者
な
ど
は
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
�

　
患
者
発
生
の
ピ
ー
ク
は
毎
年
一
月
か
ら
二
月
で
、
全
国

で
合
計
千
人
を
超
え
る
死
亡
者
が
で
る
年
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
か
か
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
軽
く
考
え
ず
に
医
師

の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
�

☆
予
防
の
基
本
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
予
防
接
種
が
有
効
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
よ
っ
て
体
内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
く
り
、
感
染
し
に
く

く
し
た
り
、
感
染
し
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
ウ
イ
ル
ス
の
姿
を
細
か
く

変
え
て
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
変
異
」
と
呼
び
ま
す
。
�

　
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は
そ
の
シ
ー
ズ
ン

に
流
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

を
予
測
し
て
効
果
が
あ
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
流
行
と
ワ
ク
チ
ン
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。
�

�

ケネカの里�

光る大地�
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中標津町保健センター母子保健係�

「子育ては、脳育て」�

　
か
つ
て
日
本
人
は
、
生
ま
れ
る
と

母
か
ら
献
身
的
な
愛
情
と
育
児
を
受
け
、

同
時
に
大
家
族
、
近
隣
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
他
人
を
意
識
し
な
が
ら
社

会
性
、
思
い
や
り
、
我
慢
強
さ
が
は

ぐ
く
ま
れ
、
高
い
知
性
を
持
ち
世
界

に
対
し
て
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ

て
き
ま
し
た
（
…
と
思
い
た
い
）
。

し
か
し
今
や
、
人
を
意
識
し
な
い
自

分
勝
手
な
恥
ず
か
し
い
行
動
が
平
気

に
な
り
、
犯
罪
も
増
え
て
い
ま
す
。
�

　
い
っ
た
い
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
北
大
、
脳
科

学
を
専
攻
の
澤
口
俊
之
教
授
は
、
日

本
人
の
脳
に
ふ
さ
わ
し
い
子
育
て
を

し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
育
て
る

の
が
（
日
本
人
）
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
流

の
本
来
の
子
育
て
だ
っ
た
の
に
今

の
日
本
の
現
状
は
、
父
は
不
在
、
母
子

密
着
で
し
か
も
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
は
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、

ゲ
ー
ム
に
奪
わ
れ
、
外
で
の
群
れ
遊
び

は
減
り
、
体
を
使
う
こ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
人
達
と
触
れ
合
う
こ
と
が
、
極
端
に

不
足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
の
乱
れ

も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
さ
て
こ
の
度
、
テ
レ
ビ
等
で
も
ご
活

躍
の
脳
研
究
の
第
一
人
者
、
北
海
道
大

学
医
学
部
、
澤
口
俊
之
教
授
を
迎
え
、

「
子
育
て
講
演
会
」
を
行
い
ま
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
が
元
気
に
愛
情

深
く
育
つ
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

脳
を
健
康
に
育
て
、
育
児
や
生
活
の
仕

方
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
澤
口

先
生
は
「
脳
科
学
が
教
え
る
正
し
い
子

育
て
」
と
し
て
斬
新
な
切
り
口
で
提
言

し
て
下
さ
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
方
だ

け
で
な
く
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
町
民

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
親
子
分
離
の
可
能
な
方
に
は
託
児

を
行
い
ま
す
。
（
定
員
十
名
）
ご
希
望

の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
1
（
２
）
２
７

３
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

健康いちばん�

役
場
の
仕
事
納
め
は
十
二
月
三
十
日�

仕
事
始
め
は
一
月
六
日�

　
役
場
の
年
末
・
年
始
の
業
務
は
、
今
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
五
日
ま
で
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
�

　
死
亡
届
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
庁
舎
正
面
玄
関
側
の
時
間
外
通
用
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
各
施
設
は
、
次
の
期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。
�

◆
総
合
文
化
会
館
及
び
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
自
動
交
付
機
�

　
　
　
　
　
　
二
十
九
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
図
書
館
　
　
二
十
九
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
計
根
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
三
十
一
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
郷
土
館
　
　
二
十
九
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
児
童
会
館
　
三
十
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
町
立
病
院
　
三
十
一
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
体
育
館
、
武
道
館
　
二
十
六
日
〜
五
日
ま
で
�

◆
プ
ー
ル
　
　
一
月
十
五
日
ま
で
施
設
設
備
清
掃
整
備
点
検
の
為
休
館
中
で
す
。
�

◆
保
育
園
　
　
三
十
一
日
〜
五
日
ま
で
�

�　
・
町
有
バ
ス
　
三
十
一
日
〜
五
日
ま
で
�

　
・
ご
み
収
集
　
三
十
一
日
〜
三
日
ま
で
で
、
最
終
処
分
場
（
当
幌
�

　
　
　
　
　
　
　
地
区
）
へ
の
持
ち
込
み
は
三
十
一
日
午
前
中
ま
で
�

　
　
　
　
　
　
　
受
け
入
れ
ま
す
。
�

�平
成
十
七
年
新
年
交
礼
会
の
お
知
ら
せ
�

開
　
催
　
日
　
一
月
六
日
（
木
）
�

中
標
津
地
区
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
�

　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
か
ら
�

計
根
別
地
区
　
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
　
午
後
一
時
か
ら
�

会
　
　
　
費
　
千
円
�

　
会
券
の
お
求
め
は
、
十
二
月
十
日
（
金
）
ま
で
。
�

　
中
標
津
地
区
　
役
場
総
務
課
、
商
工
会
、
総
合
文
化
会
館
�

　
計
根
別
地
区
　
役
場
計
根
別
支
所
�

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
�

�

日程　平成17年１月15日（土）�

時間　午後１時30分～３時30分�

内容（テーマ）�

　　　脳を育てる�

　　　～脳科学が教える「正しい子育て」～�

講師　北海道大学　澤口俊之教授�

会場　中標津町総合文化会館�

　　　コミュニティホール�

主催　中標津町・中標津町教育委員会�

　　　（町保健センター　問い合せ先12-2733）�

子育て講演会�



�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�十
二
月
の
整
形
外
科
診
療
日
�

����������末
広
公
園
ト
イ
レ
を
�

閉
鎖
し
て
い
ま
す
�

�　末
広
公
園
は
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
、

冬
季
間
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
し
て
使
用

し
て
い
た
た
め
、
ト
イ
レ
を
開
放
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

利
用
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
し
た
。
�

　
平
成
十
五
年
度
の
冬
季
間
の
利
用
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
タ

バ
コ
の
吸
殻
を
散
ら
か
し
た
り
、
ト
イ

レ
内
で
焚
き
火
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

火
災
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
い
た
ず

ら
な
ど
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、

今
年
度
よ
り
冬
季
間
ト
イ
レ
を
閉
鎖
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
閉
鎖
期
間
は
、

平
成
十
七
年
四
月
末
ま
で
で
す
。
住
民

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

�開
陽
台
展
望
館
の
年
末
年
始

の
開
館
に
つ
い
て
�

�　
「
新
年
の
初
日
の
出
を
開
陽
台
で
見

た
い
」
と
い
う
方
々
の
た
め
に
、
開
陽

台
展
望
館
は
例
年
ど
お
り
年
末
年
始
を

左
記
の
と
お
り
開
館
し
ま
す
。
�

開
館
日
程
　
十
二
月
三
十
一
日
午
後
〜
�

　
　
　
　
　
一
月
一
日
正
午
ま
で
�

開
館
場
所
　
二
階
展
望
回
廊
�

　
詳
し
く
は
、
経
済
振
興
課
観
光
振
興

係
ま
で
。
�

�中
標
津
都
市
計
画
用
途
地
域

を
変
更
（
拡
大
）
し
ま
し
た
�

�　
町
で
は
、
市
街
地
の
健
全
な
発
展
と

秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
用
途
地

域
の
変
更
（
拡
大
）
を
行
い
ま
し
た
。
�

変
更
の
内
容
�

　
既
存
用
途
地
域
に
隣
接
す
る
、
既
に

市
街
化
が
進
ん
で
い
る
次
の
五
地
区
に

用
途
地
域
を
指
定
し
ま
し
た
。
�

　
①
川
西
地
区
、
②
緑
町
地
区
、
③
近

藤
団
地
地
区
、
④
墓
地
東
側
地
区
、
⑤

佐
々
木
団
地
地
区
�

変
更
の
時
期
�

　
平
成
十
六
年
十
月
二
十
二
日
に
決
定

告
示
し
、
同
日
に
施
行
し
て
い
ま
す
。
�

問
合
せ
先
�

　
用
途
地
域
の
指
定
箇
所
及
び
指
定
内

容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
街
づ
く
り
推

進
室
街
づ
く
り
推
進
係
ま
で
。
�

�年
金
相
談
窓
口
時
間
延
長
�

の
お
知
ら
せ
�

�　
釧
路
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
週

月
曜
日
、
年
金
相
談
窓
口
を
二
時
間
延

長
し
て
午
後
七
時
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
�

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
月
曜

日
が
休
日
の
時
は
、
翌
日
の
火
曜
日
に

振
替
に
な
り
ま
す
。）
�

　
た
だ
し
、
平
成
十
七
年
一
月
三
十
一

日
及
び
二
月
二
十
八
日
は
平
常
ど
お
り

午
後
五
時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。
�

税　　金�
M A T I O N

12
Decemberくらしの広場広場�広場�

12
1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

　7

14

21

28

6

13

20

27

日 月 火 水 木 金�土�

　日時／12月14日（火）午後１時～午後５時　　　　場所／中標津経済センター�
　　　　12月15日（水）午前９時～午前11時30分�

詳しくは、町立中標津病院�
医事課　12-8200まで。�

月� 2713

火� な　　し�

水� �

3

2

8

9

10

15１�

16 30

29

24

木�

金�

�

10

�
12月は町税と国民健康保険税、�
介護保険料の完納月間です�

�
　平成16年度の町道民税、固定資産税、

軽自動車税及び国民健康保険税、介護

保険料の全納期がすでに過ぎています。

未納の方は早急に納めましょう。�

　12月中旬から未納の方のお宅へ戸別

訪問を行います。土曜日や日曜日、平

日の夜間も担当職員が徴収に伺うこと

がありますので、ご協力をお願いします。�

　また、12月末日までに納付された国

民健康保険税と介護保険料は、その年

の所得控除の対象となります。確定申

告時に領収書の提示が必要となります

ので、大切に保管してください。�

　なお、納付書を紛失された方や、納

税相談のある方はお早めに各担当係ま

でご連絡ください。�

�
～町税等各種収納金の�

納付は口座振替で～�
�
＜12月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
�

16日（木）窓口延長　17:15～20:00まで�

25日（土）休日窓口　  9:00～17:00まで�

26日（日）　 〃 　　    9:00～17:00まで�

27日（月）窓口延長　17:15～20:00まで�

28日（火）　 〃 　　  17:15～20:00まで�

29日（水）　 〃 　　  17:15～20:00まで�

�

　収納窓口開設時間延長、休日開設に

あわせて納税相談を実施していますので、

納税についてご相談ください。�

※　納付書がなくても納めることが�

　出来ますのでご利用ください。�
�
�

12月は道税の�
納税推進強調月間です�

�
　12月は、道税の納税推進強調月間です。

納め忘れはありませんか？みなさんの

暮らしを支える道税の納税にご協力く

ださい。�

12月の休日納税窓口開設予定日�

12月12日（日）午前９時～午後５時�

12月の夜間納税窓口開設予定日�

12月16日（木）午後９時まで�

場所　根室支庁税務課内�

　詳しくは、根室支庁総務部税務課納

税係10153（24）5466（納税係直通）

まで。�

昨
年
の
町
図
書
館
主
催
「
ク
リ
ス
マ
ス
�

お
楽
し
み
会
」
よ
り
�



I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広
期
間
　
平
成
十
六
年
十
二
月
〜
�

　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
�

場
所
　
釧
路
社
会
保
険
事
務
所
�

　
　
　
釧
路
市
栄
町
九
丁
目
二
―
二
�

　
詳
し
く
は
、
釧
路
社
会
保
険
事
務
所
�

1
０
１
５
４
（
２
２
）
０
１
１
１
ま
で
。
�

�検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
�

ご
協
力
を
�

�　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
�

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
�

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
�

い
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
�

検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
�

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
�

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
�

　
審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
�

さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
�

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
�

も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
�

も
し
れ
ま
せ
ん
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
�

れ
た
と
き
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ
�

の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
釧
路
検
察
審
査
会
事
務
�

局
1
０
１
５
４
（
４
１
）
４
１
７
１
（
内
�

線
３
４
１
）
ま
で
。
�

�外
来
魚
を
展
示
し
て
い
ま
す
�

�　北
海
道
立
水
産
孵
化
場
道
東
支
場
（
丸

山
三
丁
目
一
番
地
十
）
で
は
、
今
、
話

題
に
な
っ
て
い
る
外
来
魚
（
外
国
か
ら

日
本
に
入
っ
て
き
た
魚
）
を
展
示
ロ
ビ

ー
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
展
示
し
て
い

る
魚
の
種
類
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル

ー
ギ
ル
、
カ
ワ
マ
ス
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ

ニ
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
、

カ
ワ
マ
ス
は
在
来
の
生
態
系
を
破
壊
す

る
た
め
放
流
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

目
に
す
る
機
会
は
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
将
来
的
に
道

東
の
自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
ど
う
い

う
魚
な
の
か
是
非
と
も
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
標
津
川
な
ど
に
も
と
も
と
生
�

息
し
て
い
る
ヤ
マ
ベ
や
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
、
�

ア
メ
マ
ス
な
ど
も
飼
育
し
て
い
る
他
、
�

各
種
パ
ネ
ル
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
�

　
見
学
は
自
由
で
す
。
見
学
時
間
は
平
�

日
の
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時
�

三
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
日
、
祭
�

日
は
原
則
と
し
て
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、
�

あ
ら
か
じ
め
電
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
�

対
応
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
立
水
産
孵
化
場
�

道
東
支
場
1
（
２
）
６
１
４
１
ま
で
。
�

�牛
肉
の
個
体
識
別
番
号
が
�

表
示
さ
れ
ま
す
�

�「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管

理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
国
内
で
飼
養
さ
れ
、
平
成
十

六
年
十
二
月
一
日
以
降
に
食
肉
処
理
さ

れ
た
牛
の
精
肉
な
ど
に
は
、
牛
の
個
体

識
別
番
号
又
は
ロ
ッ
ト
番
号
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
�

　
食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情
報
と
�

し
て
、
牛
肉
の
生
産
履
歴
情
報
（
ト
レ
�

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）
で
あ
る
、
牛
の
品
種
�

や
、
い
つ
・
ど
こ
で
生
ま
れ
、
育
て
ら
�

れ
、
食
肉
加
工
さ
れ
た
か
な
ど
、
独
立

行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nlbc.go.jp

）

に
ア
ク
セ
ス
し
、
個
体
識
別
番
号
を
入

力
す
る
こ
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
農
林
�

水
産
省
北
海
道
農
政
�

事
務
所
地
域
第
五
課
�

（
釧
路
）
1
０
１
５
�

４
（
２
３
）
４
４
０
�

１
ま
で
。
�

�源
泉
所
得
税
納
期
限
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
給
料
や
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
源
泉
徴
�

収
を
し
た
所
得
税
に
つ
い
て
、
納
期
の
�

特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
、
平
�

成
十
六
年
七
月
〜
十
二
月
ま
で
の
分
の
�

納
期
限
は
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
�

（
火
）
に
な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
�

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
詳
し
く
は
、
根
室
税
務
署
1
０
１
５
�

３
（
２
３
）
３
２
６
１
ま
で
。
�

製造事業所の皆様へ～統計調査にご協力ください～�
　経済産業省では、平成16年工業統計調査を12月31日現在で

行います。�

　調査の実施に当たっては、本年12月から来年1月にかけて

調査員がお伺いします。�

　なお、調査票に記入いただいた内容については、統計法に

基づき秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願いします。�

　詳しくは、総務課広報・調査係（内線317）まで。�

健　　康�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（10154－22－0111）�

�

11

骨粗しょう症検診のお知らせ�
（平成17年１月分）�

�

申込期間　平成16年12月６日～�

　　　　　　　　　　12月20日の平日�

実施期間　平成17年１月11日～�

　　　　　　　　　　１月31日の平日�

内　　容　問診、骨密度測定、診察�

対　　象　20歳以上の女性�

料　　金　1,000円（70歳以上500円）�

定　　員　１日２人�

実施場所　町立中標津病院�

申 込 先　中標津町保健センター（成人�

　　　　　保健係）1２－２７３３まで�

�

�

�
�
携帯サイトに火災と救助情報
が仲間入り�
�

　従来テレホンサービスにより火災発

生時の発生場所などのお知らせを実施

していましたが、11月よりこの情報を

携帯サイトでもお知らせしています。�

　火災発生時には電話が集中するため、

なかなかつながらないということもあ

りましたが、携帯サイトであればその

問題もありません。是非ご利用ください。�

　アクセスは、中標津町携帯サイト�

　http://j.nakashibetsu.jpのトップペ

ージから、「防災情報」→「火災と救

助情報」をたどると閲覧できます。�

　なお、火災発生時の119番を利用した

照会は非常通信の妨げとなりますので、

絶対にしないようお願いします。�

�

※ＱＲコードもご利用になれます。�

　バーコードの読み取りに対応したカ

メラ付携帯電話で、下記のマーク（Ｑ

Ｒコード）を接写して読み取ると、中

標津町携帯サイトへ直接アクセスでき

ますので、ご利用ください。�

消　　防�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成16年�12
VOL.504 （　） 内は前月比�

誕生   20人    死亡   15人�
転入 106人    転出   50人　�

10月31日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

23,966（＋61）�
11,773（＋21）�
12,193（＋40）�
10,027（＋41）�

なかしべつ�

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より�

地球が丸く見える

11
8

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
町
長

室
の
一
日
開
放
」
に
、
今
回
は

二
団
体
を
含
め
十
一
名
か
ら
町

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
受
け

ま
し
た
。
町
は
今
年
の
主
要
テ

ー
マ
と
し
て
関
心
が
高
か
っ
た

医
療
・
福
祉
な
ど
の
三
項
目
に

つ
い
て
西
澤
町
長
と
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
�

　
創
部
か
ら
五
十
二
年
の
伝
統
あ
る
中
標
津
高
校
合
唱
部
（
小
野
寺
み
な
み

部
長
外
三
十
六
名
）
は
、
全
日
本
高
等
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
（
十

月
三
十
日
東
京
）
で
釧
根
地
区
代
表
で
は
初
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
�

　
全
国
大
会
は
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
十
四
校
で
争
い
、
岐
阜
高
校
な
ど
五

校
と
共
に
最
高
位
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
小
野
寺
部
長
は
、
「
会
場
で

Ｎ
高
Ｏ
Ｂ
、
東
京
中
標
津
会
や
多
く
の
北
海
道
出
身
者
の
あ
た
た
か
い
拍
手

が
心
強
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
合
唱
部
の
藪
田
・
立
野
両
顧
問
は
「
前

日
ま
で
二
年
生
が
修
学
旅
行
で
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が

観
衆
に
心
に
残
る
す
ば
ら
し
い
合
唱
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
嬉
し
さ
が
倍
増
し

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
�

　
同
校
合
唱
部
は
十
二
月
十
九
日
に
金
賞
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
町
総
合

文
化
会
館
で
開
く
予
定
で
す
。
（
写
真
は
町
長
に
報
告
す
る
Ｎ
高
合
唱
部
と

同
大
会
）
�

�

Ｎ
高
合
唱
部
　
金
賞
受
賞
を
報
告
�

地球が丸く見える

11
町
長
室
を
開
放
�

　
七
店
舗
で
構
成
す
る
複
合

施
設
「
フ
レ
ス
ポ
中
標
津
」

の
ひ
と
つ
、
「
ホ
ー
マ
ッ

ク
」
が
十
一
月
二
十
三
日
、

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
国
道
沿
い

（
東
十
六
南
十
付
近
）
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
施
設

に
あ
る
約
千
台
の
駐
車
場
が

ほ
ぼ
満
杯
に
な
る
な
ど
、
多

く
の
買
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
�

　
来
夏
の
移
転
を
目
指
す
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
東
武

を
含
め
、
郊
外
に
相
次
い
で

進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

地球が丸く見える
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